
1 MINPAKU ASSOCIATES NEWSLETTER / No.282   2023. 11▶ 12

発行  2023 年 11 月 1日
編集・発行  公益財団法人千里文化財団

「国立民族学博物館友の会」は「みんぱく（国立民族学博物館）」の活動を
支援し、博物館を楽しく、積極的に活用するためにつくられました。
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秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
み
ん
ぱ
く
で
は
、
特
別
展
や
企
画
展
に
加
え
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
中
で
す
。
気
候
の
よ
い
こ
の
時
季
、
ぜ
ひ
み
ん
ぱ
く
に
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

み
ん
ぱ
く
の
展
示
は
館
内
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
熊
本
県
五
木
村
で
は
、
二
度
目
と
な
る
み

ん
ぱ
く
と
の
共
催
展
示
を
開
催
中
で
す
。
こ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

八
月
よ
り
、
友
の
会
へ
の
新
規
ご
入
会・ご
継
続
の
お
手
続
き
方
法
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
支
払
い
が
加
わ
り
、
ご
自
宅
か
ら
で
も
お
手
続
き
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

展
示
や
イ
ベン
ト
が
目
白
押
し
！

秋
の
み
ん
ぱ
く
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

特別展・企画展に関する詳細はみんぱくホームページへ▶ ▶ ▶ 
https://www.minpaku.ac.jp/exhibition/

エントランホールイベントに関する詳細は千里文化財団ホームページへ▶ ▶ ▶ 
https://www.senri-f.or.jp/gallery/

開催中！ 特別展と企画展

北アメリカ北西海岸地域の先住民は、1960 年代から神話
や口頭伝承、事件などをモチーフとして版画制作をはじめま
した。北西海岸先住民のユニークな作品をとおして、彼ら
／彼女らの共生の世界観や体験してきた社会変化を紹介し
ます。

会期：2023年12月12日（火）まで
会場：本館 企画展示場

カナダ北西海岸先住民のアート
̶スクリーン版画の世界

企画展

ヒンドゥー教の世界では、神像は実際に神が宿るものとされ
ています。人びとは五感を通じ、像に宿る神がみと親しく交流
します。さまざまなモノに現れる神がみの姿やそれらに働きか
ける人びとの営みを紹介し、神との交感を核とする信仰の世
界に迫ります。

会期 : 2023年12月5日（火）まで
会場：特別展示館

交感する神と人
̶ヒンドゥー神像の世界

特別展

第543回友の会講演会
ヒンドゥー神像の美と信仰̶飾りつけをめぐって
講師 : 福内 千絵（大阪芸術大学非常勤講師）　　　
日時 : 12月2日（土）13:30～15:00

関連企画

みんぱくの開館当初から『月刊みんぱく』など刊行物の挿画
をはじめ、みんぱくの研究者とコラボレーションする形で新
聞や雑誌の仕事を数多く手掛けた田主誠さん。みんぱくをこ
よなく愛した版画家の多様な「目で見る民族学」といえる作
品世界をお楽しみください。

会期：2023年11月28日（火）まで
会場：本館1階 エントランスホール

田主誠 Museum of Dreams
̶みんぱくと歩んだ版画家の創作世界

版画展

・・・ エントランスホールイベントもお楽しみください ・・・

みんぱく館内にある友の会カウンター、郵便
局でのお手続きのほか、オンラインでのクレ
ジット支払いが、お手続き方法に加わりまし
た。ご自宅からでも、みんぱく友の会のご入
会・ご継続のお手続きが可能です。
詳細は、みんぱく友の会ホームページ内の
「ご入会の案内」をご確認ください。

ご入会・ご継続のお手続き方法に
オンラインでのクレジット支払いが
加わりました！

お手続きがさらに便利に

https://www.senri-f.or.jp/minpaku_
associates/about/join/#online/

★詳細は本紙3ページ！
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五木村歴史文化交流館 ヒストリアテラス五木谷
〒868-0201 熊本県球磨郡五木村甲2672番地 58
https://itsukidani.com

九州山地の焼畑文化
会　期　2023年12月3日（日）まで
会　場　五木村歴史文化交流館 ヒストリアテラス五木谷

ヒストリアテラス五木谷 特別企画展共催展示

開館時間　9:00～17:00（月曜日休館）
観覧料　　大人（高校生以上）300円、小学生・中学生200円
主催　　　五木村歴史文化交流館 ヒストリアテラス五木谷、国立民族学博物館

九州の中央部に位置する九州山地
は、標高1500ｍ前後の険しい山々
からなります。先史時代から現在
までそこに暮らす人びとは、焼畑を
はじめユニークな「山の文化」をつ
くってきました。この展示では、九
州山地を対象に焼畑だけでなく多
様な生業や山の信仰の世界を紹介
します。かつては日本に数多く存在
した山の民の生活や文化をとおし
て、平地部の都市を中心に動く現
代社会を照射し、その未来につい
て考えます。

第85回体験セミナー
「日本文化の多様性をさぐる̶佐々木
高明が歩いた九州の山村を訪ねる」
でも訪問します！（セミナーは満席です）

五木村との二度目の共催展示です！

みんぱくミュージアム・ショップ（水曜日定休）
e-mail shop@senri-f.or.jp
オンラインショップ「World Wide Bazaar」
https://www.senri-f.or.jp/shop/

ご購入
お問い合わせ

国立民族学博物館は、2024年に創設50周年を迎えます。
2024年の国立民族学博物館オリジナルカレンダーは、創設
50周年を記念して、常設の本館展示から選びました。みん
ぱくの研究者たちが50年かけて収集したモノをとおして、世
界と出会ってみませんか。
友の会会員価格 1,287円（税込）
25cm×25cm
(開くと縦50cm×横25cm)
オールカラー/28頁/中綴じ

定価 1,430円（税込）
5冊以上おまとめ購入 1冊1,144円(税込)
通信販売の場合、別途発送手数料が必要です。

2024年 国立民族学博物館オリジナルカレンダー販売中

ウポポイの文化解説プログラム「ウパシクマ」。
一方的な解説ではなく、利用者との語らいを重視
していた。
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し
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し
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が
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史
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返
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史
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ヤウンモシリ︵北海道︶への旅

︱アイヌ民族︑文化復興のいま

講   

師    

齋
藤
玲
子（
民
博
准
教
授
）

実
施
日　
2
0
2
３
年
９
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木
）〜
９
月
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日（
日
）

第
84
回
体
験
セ
ミ
ナ
ー
実
施
報
告

ふきだしは参加者の感想です。

アイヌ文化を支え、継承する方々から貴重なレク
チャーを受けることができました。現在における
アイヌ文化の活性化パワーを感じました。
（増山朗游さん）

アイヌ民族について殆ど知らなかった、ということを思
い知らされました。民族学研修の旅で、海外の少数民
族について学び触れることはあったけど、日本の国内
で、この年になって初めてこんな体験をしたことにショッ
クを受けています。私の生まれた山深い村も、私の生ま
れたころまで同じような暮らしだったと思うと、日本人・
人間のルーツは皆同じなのだという当たり前のようなこ
とに改めて気づかされました。（佐藤善秀さん）

•北海道博物館
•北海道開拓の村
・北海道大学植物園
・ サケのふるさと 千歳水族館
・ 知里幸恵 銀のしずく記念館
・ ウポポイ（民族共生象徴空間）
・ 二風谷
【平取町立二風谷アイヌ文化博
物館、萱野茂二風谷アイヌ資料
館、工芸家の工房などを訪問】

第84回体験セミナーの
おもな訪問先
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友の会講演会のご案内

お申し込みには、友の会ホームページ内の受付フォームをご利用ください。

・会場（定員90名）、オンライン配信ともに事前申込先着順です。
・ 会員は会場参加に限り予約が不要です。 会場受付にて会員証をご提示ください。  
※会場での聴講は会員以外の方もご参加いただけます（参加費500円）。

大 阪
第543回

【特別展「交感する神と人―ヒンドゥー神像の世界」関連】
ヒンドゥー神像の美と信仰
―飾りつけをめぐって

ひろく信仰の場において、礼拝像に対する「飾りつけ」の行為はみられます。ヒンドゥー
教の信仰実践においても、神像への飾りつけは重要な一角を占めています。しばしば
過剰に感じられるほど華やかに、そして香しく施される装飾。本講演では、祭礼時の
神像装飾の具体例を紹介し、香りの体験を交えながら、飾りつけが喚起する美と神と
人との関係に迫ります。

講　師：  福内 千絵（大阪芸術大学非常勤講師）
日　時：  2023年12月2日（土）13：30～15：00（開場13：00）
参加方法：  ①第５セミナー室での参加　②オンライン（ライブ配信）での参加
            　※ 終了後、展示の見学会をおこないます（要会員証もしくは観覧券）。

https://www.senri-f.or.jp/543tomo/受付フォーム

第544回

講　師：  藤井 真一（民博助教）
日　時：  2024年1月6日（土）13：30～15：00（開場13：00）
参加方法：  ①第５セミナー室での参加　②オンライン（ライブ配信）での参加

もめごとの扱い方
―21世紀のガダルカナル島で平和について考える

太平洋戦争の激戦地として有名なソロモン諸島ガダルカナル島では、終戦から約 50
年後に「民族紛争」と呼ばれる内戦が起きました。約 4年半に及んだ内戦に対して、
さまざまなアクターが関与する紛争処理が試みられてきました。本講演では、「もめごと
を収める」という観点から、内戦後の平和構築とソロモン諸島の紛争処理の文化につ
いてお話しします。

https://www.senri-f.or.jp/544tomo/受付フォーム

11・12月のイベントスケジュール
■特別展
12/5(火)まで
「交感する神と人―ヒンドゥー神像の世界」
■企画展
12/12(火)まで
「カナダ北西海岸先住民のアート
―スクリーン版画の世界」

■エントランスホールイベント
11/28(火)まで
「田主誠 Museum of Dreams
―みんぱくと歩んだ版画家の創作世界」

●友の会講演会 [オンライン聴講は要事前申込]
11/4(土) 久保正敏（＊）、12/2(土) 福内千絵（＊）
※12月は終了後、展示見学会あり

●みんぱくゼミナール [要事前申込]
11/18(土)岸上伸啓、12/16(土)相島葉月

●みんぱくウィークエンド・サロン
11/5(日)三尾稔、11/12(日)豊山亜希・上羽陽子
11/19(日)上羽陽子、11/26(日)伊藤敦規
12/3(日)平野智佳子、12/10(日)松本雄一
12/24(日)菅瀬晶子

●みんぱく映画会 [要事前申込]
11/3(金・祝)「ガンジスに還る」＜受付終了＞

●その他の催し
　11/19（日）中牧理事長のオンラインサロン
　11/25（土）企画展関連ワークショップ
　「スクリーン版画に挑戦」＜受付終了＞
　11/30（木）ミンパク オッタ カムイノミ

【館外での催し】
■共催展示
　12/3（日）まで　
　会場：ヒストリアテラス五木谷（熊本県）
　「九州山地の焼畑文化」
●公開講演会 [要事前申込]（＊）
　11/10（金） 会場：日経ホール（東京都）
「依存するヒト―民族・国家・嗜好品」

予約の必要な催し、すでに満席になっている催しがござ
います。また、会場とオンライン配信の併用（＊印）で
実施する催しもございます。詳細はみんぱく、ならびに
友の会のホームページをご確認ください。
◆ イベントの参加には必ず会員証をお持ちください。

今年も開催 !友の会会員限定企画です。

中牧理事長のオンラインサロン

中牧理事長
日時　2023年11月19日（日）13：30～14：30
無料のオンラインイベントです。
11月14日（火）までにお申し込みください。

みんぱく友の会を運営する千里文化財団の理事長は、
友の会会員のみなさんにもおなじみ、みんぱく名誉教
授の中牧弘允先生です。
11月はみんぱく友の会が発足した、いわば「お誕生日」
の月。この機会に、中牧理事長を囲んで、おしゃべり
を楽しみませんか？ 理事長のミニレクチャーも予定し
ています。みなさん、ぜひご参加ください！

※お申し込みいただいた方には後日、詳しい参加方法のご案内をさしあげます。

https://www.senri-f.or.jp/rijichosalon003/
催しの詳細・受付フォーム
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※LINE及びLINEロゴは、LINE株式会社の登録商標です。

友の会が企画する刊行物やイベントの情報を中心に定期的に発信します。
会員先行予約のある館内催しの情報も随時お届けします。

会員以外の方のご登録も大歓迎です！

①LINEを起動
②［その他］→［友だち追加］→［QRコード］を選択
③カメラが起動したらQRコードを読み取り、［追加］を選択したら完了です。

QRコードを読み取って友だち追加してみてください！
登録方法

館内催し　会員先行予約のご案内
みんぱくゼミナール、みんぱく映画会には、友の会会員のみなさまを対象に先行予約がございます。
該当期間中に友の会事務局までご連絡ください。先行予約枠が定員に達した場合は、一般受付をご利用ください。

館内催しの詳細はこちら！　https://www.minpaku.ac.jp/event/

第540回

「友よ、水になれ」
̶メディア化時代における身体知のゆくえ
講師　 相島 葉月（民博准教授）
日時　2023年12月16日（土）13:30～15:00（開場13:00）
会場　みんぱくインテリジェントホール（講堂）（定員400名）
申込期間
■ 友の会先行受付（定員80名）
期間：11月13日（月）～17日（金）

■一般受付
・オンライン予約
　期間：11月20日（月）～12月13日（水）
　・当日参加受付（定員80名）

第541回

博物館の舞台裏
̶資料の保存を考える
講師　 園田 直子（民博教授）
日時　2024年1月20日（土）13:30～15:00（開場13:00）
会場　みんぱくインテリジェントホール（講堂）（定員400名）
申込期間
■ 友の会先行受付（定員80名）
期間：12月11日（月）～15日（金）

■一般受付
・オンライン予約
　期間：12月18日（月）～1月17日（水）
　・当日参加受付（定員80名）

　みんぱくゼミナール

　みんぱく映画会

申込期間
■ 友の会先行受付（定員80名）　　      
期間：12月11日（月）～12月15日（金）

■一般受付
・オンライン・電話予約
　期間：12月18日（月）～1月19日（金）

みんぱくワールドシネマ

はちどり
解説　諸 昭喜（民博助教）
司会　菅瀬 晶子（民博准教授）
日時　2024年1月27日（土）13:30～16:30（開場13:00）
会場　みんぱくインテリジェントホール（講堂）（定員350名）

みんぱく製作のDVD「みんぱく映像民族誌」シリーズの収録作品を
上映します。
会場　   シアターセブン（大阪・十三）
参加方法　①会場参加   （シアターセブン）［各回定員55名］
　　　　　②オンライン参加（ライブ配信）［各回定員100名］

津軽のカミサマ
解説　大森 康宏（民博名誉教授）
司会　黒田 賢治（民博助教）
日時　2024年1月13日（土）13:30～16:00（開場13:00）
申込期間
■ 友の会先行受付（定員10名）
　期間：12月4日（月）～12月8日（金）

■一般受付（オンライン予約）
　期間：12月11日（月）～1月5日（金）

千年の時を奏でる
̶モロッコのアンダルシア音楽祭
解説　堀内 正樹（成蹊大学名誉教授）、西尾 哲夫（民博名誉教授）
司会　黒田 賢治（民博助教）
日時　2024年1月21日（日）14:00～16:00（開場13:30）
申込期間
■ 友の会先行受付（定員10名）
　期間：12月11日（月）～12月15日（金）

■一般受付（オンライン予約）
　期間：12月18日（月）～1月12日（金）

ジャワ島チルボンの木偶人形芝居
̶ワヤン・ゴレック・チュパック
解説　福岡 正太（民博教授）
司会　黒田 賢治（民博助教）
日時　2024年2月10日（土）14:00～16:00（開場13:30）
申込期間
■ 友の会先行受付（定員10名）
　期間：12月18日（月）～12月22日（金）

■一般受付（オンライン予約）
　期間：1月9日（火）～2月2日（金）

面打ち
̶京都の能面師
解説　𠮷田 憲司（民博館長）
司会　黒田 賢治（民博助教）
日時　2024年2月18日（日）13:30～16:00（開場13:00）
申込期間
■ 友の会先行受付（定員10名）
　期間：1月5日（金）～1月12日（金）

■一般受付（オンライン予約）
　期間：1月15日（月）～2月9日（金）

みんぱく映像民族誌シアター（館外で開催）

お申込方法
■一般受付
みんぱくホームページ内のイベント予約サイトよりお申し込みください。

■友の会先行受付
　【申込先】 千里文化財団友の会事務局
電話 06-6877-8893 （9時～17時、土日祝を除く）

いずれも申込先着順。参加無料。ご本人を含む２名様までお申し込みいただけます。
ただし、みんぱく映画会のご参加には、会員証または展示観覧券が必要です。当日11時より会場前にて入場整理券を配布します。
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友
の
会
講
演
会 

実
施
報
告

■
第
5
3
9
回
■ 

2
0
2
3
年
8
月
5
日（
土
）

【
コ
レ
ク
シ
ョン
展
示「
ハン
タ
ー
の
み
た
地
球
」関
連
】

人
類
の
原
点
は
ハン
タ
ー
に
あ
り
！

　
関
野 

吉
晴
（
探
検
家
）、
池
谷 

和
信
（
民
博
教
授
）

約
七
〇
〇
万
年
の
人
類
の
歴
史
の
う
ち
、

狩
猟
採
集
生
活
の
時
代
が
九
九・八
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
共
感
力
に
富
ん
だ
社
会
性

を
育
ん
だ
人
類
は
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス

の
時
代
に
、
地
球
全
体
へ
と
拡
散
す
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。
人
間
ら
し
さ
の
原

点
を
ハ
ン
タ
ー
に
さ
ぐ
り
た
い
。
こ
う
し

た
動
機
の
も
と
対
談
を
計
画
し
ま
し
た
。

関
野
さ
ん
は
、
人
類
拡
散
の
旅
路
「
グ

レ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
を
、
南
米
最
南
端

の
地
を
出
発
点
に
逆
ル
ー
ト
か
ら
た
ど
っ

た
探
検
家
で
す
。
学
生
時
代
に
ア
マ
ゾ
ン

の
少
数
民
族
の
集
落
を
訪
ね
、
日
本
で
医

師
に
な
っ
た
の
ち
、
一
九
九
三
年
か
ら
一
〇

年
か
け
て
、
南
米
か
ら
人
類
誕
生
の
地
・

ア
フ
リ
カ
を
目
指
し
ま
し
た
。
池
谷
さ
ん

は
異
な
る
環
境
下
の
ハ
ン
タ
ー
を
追
い
求

め
、
世
界
各
地
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

講
演
会
で
は
、
講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
訪

問
先
・
調
査
地
で
出
会
っ
た
ハ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ン
タ
ー

の
営
み
を
と
お
し
て
、
現
代
社
会
が
も
つ

課
題
を
紐
解
く
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

現
代
社
会
で
は
孤
食
な
ど
、
他
者
と

の
か
か
わ
り
の
希
薄
さ
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
狩
猟
行
為
に
は
、
肉
を
え
る
と
い
う

目
的
の
ほ
か
、
獲
物
を
分
け
合
う
な
か
で

培
わ
れ
た
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
る

と
い
う
人
間
ら
し
さ
の
原
点
が
隠
さ
れ
て

い
る
と
い
い
ま
す
。
狩
猟
採
集
活
動
を
営

ん
で
い
た
か
ら
こ
そ
、
環
境
に
あ
わ
せ
て

技
術
を
改
変
し
、
地
球
全
体
へ
と
拡
散
で

き
た
の
だ
と
い
う
指
摘
に
は
、
人
類
が
も

つ
創
造
力
を
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ほ
か
に
も
、
人
と
生
き
も
の
と
の
か

か
わ
り
、
持
続
可
能
な
資
源
利
用
の
あ
り

方
な
ど
、
話
題
は
多
岐
に
渡
り
ま
し
た
。

講
師
の
訪
ね
た
エ
リ
ア
を
重
ね
る
こ
と

で
、
多
く
の
事
例
か
ら
ハ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
文・事
務
局
）

講演会「人類の原点はハンターにあり！」での
関野さんと池谷さんの対談の様子。2023年

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
ル
イ
ジ
ア
ー

ド
諸
島
に
は
、
貝
や
石
の
お
金
を
求
め

て
カ
ヌ
ー
で
航
海
す
る
人
び
と
が
住
ん
で

い
ま
す
。
貝
の
お
金
は
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
の

形
、
石
の
お
金
は
石せ

き
斧ふ

の
形
を
し
て
い
ま

す
。今
回
の
講
演
で
は
こ
の「
お
金
」を
使
っ

て
開
催
さ
れ
る
、
葬
送
の
た
め
の
贈
与
儀

礼
を
、
現
地
の
映
像
を
交
え
て
紹
介
し
ま

し
た
。

贈
与
儀
礼
は
、
土
地
や
親
族
構
造
、
亡

く
な
っ
た
人
の
記
憶
な
ど
が
絡
ま
り
合
い
、

複
雑
な
体
系
を
な
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な

か
で
も
、
亡
く
な
っ
た
人
と
の
記
憶
や
関

係
性
に
基
づ
く
「
ガ
ボ
ブ
」
と
い
う
概
念

は
、
人
び
と
に
と
っ
て
儀
礼
を
開
催
す
る

大
き
な
動
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ガ
ボ
ブ

と
は
、
人
が
亡
く
な
っ
た
際
に
課
さ
れ
る

禁
忌
の
一
種
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
死
者

を
偲
ん
で
個
別
に
守
っ
て
い
ま
す
。
個
人

が
独
自
の
関
係
性
の
な
か
で
死
者
を
偲
ん

で
い
る
こ
と
を
、
共
同
体
全
体
で
共
有
す

る
た
め
に
、
贈
与
儀
礼
は
開
催
さ
れ
ま
す

（『
季
刊
民
族
学
』
一
八
六
号
で
は
、
こ
の
「
ガ

ボ
ブ
」
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
事
例
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
お
読
み
い
た
だ
け
る

と
、
今
回
の
講
演
会
の
内
容
が
よ
り
深
ま
る

か
と
思
い
ま
す
）。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
儀
礼
の
な
か

で
流
通
す
る
貝
や
石
の
お
金
は
、
他
人
に

は
見
え
な
い
「
関
係
性
」
と
い
う
個
人
的

な
感
覚
を
共
同
体
の
な
か
で
共
有
し
、
可

視
化
す
る
際
に
必
要
な
媒
体
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
個
人
と
個
人
の
つ
な

が
り
を
重
視
す
る
メ
ラ
ネ
シ
ア
社
会
だ
か

ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
「
お
金
」
の
使
い

方
を
発
展
さ
せ
て
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
講
演
会
で
は
最
後
に
、
売
買
の
文
脈

ば
か
り
が
蔓は

び
こ延
る
「
先
進
国
」
に
、
別
の

文
脈
で
の
「
お
金
」
の
使
い
方
を
伝
え
よ

う
と
す
る
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
あ
る
人
物
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。

航海カヌーで石のお金を求めて交易に出る人びと。 
撮影・門馬一平、2023年

■
第
5
4
0
回
■ 

2
0
2
3
年
9
月
2
日（
土
）

パ
プ
アニュー
ギニア
の
貝
と
石
の
お
金
の
話

　
門
馬 

一
平
（
民
博 

特
任
助
教
）

■サントリー美術館
2023年12月に予定していた「サントリー美術館コレクション名品展（仮称）」
の会期が変更になりました。
変更後の会期：2024年4月17日（水）～6月16日（日）

■奈良国立博物館
「第75回正倉院展」は会期中、日時指定制となり、友の会会員証の
提示による割引が適用されません。常設展は変わらず割引が適用
になります。

提携施設でのご優待に関するご案内
みんぱく友の会の会員証をご提示いただくと、友の会の提携施設で優待サービスを受けられます。
提携施設については、友の会のホームページをご参考ください。提携施設２館からのご案内です。    

※催しの詳細、休館日などは各館のホームページをご確認ください。
友の会の提携施設について https://www.senri-f.or.jp/minpaku_associates/about/join/service/
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お問い合わせ、お申し込みはこちら

友の会はいつでも、どなたでもご入会いただけます。

国立民族学博物館友の会
公益財団法人 千里文化財団

〒565-8511
大阪府吹田市千里万博公園10-1（国立民族学博物館3階）
電話 ： 06-6877-8893（平日9：00～17：00）
FAX ： 06-6878-3716
e-mail ： minpakutomo@senri-f.or.jp

東
京
講
演
会 

実
施
報
告

■
第
1
３
4
回
■
2
0
2
3
年
6
月
24
日（
土
）　
会
場：モ
ン
ベ
ル
御
徒
町
店

人
は
な
ぜ
共
に
歌
う
の
か
？

―
イン
ド
山
岳
民
族
ナ
ガ
の
伝
統
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
と
共
生
社
会

　
岡
田 

恵
美
（
民
博
准
教
授
）

世
界
各
地
に
か
つ
て
は
存
在
し
た
、
日

常
に
息
づ
い
た
集
団
で
の
歌
唱
文
化
。
生

活
様
式
や
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
、

そ
の
多
く
は
元
来
の
「
脈
絡
」
で
歌
わ
れ

る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
在
も
棚
田
で
の
農
作
業
や
人

が
集
っ
た
時
に
自
然
と
歌
唱
が
始
ま
る
地

域
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
イ
ン
ド
北
東

部
ナ
ガ
ラ
ン
ド
州
南
部
に
暮
ら
す
、
チ
ャ

ケ
サ
ン
・
ナ
ガ
と
い
う
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
系

山
岳
民
族
の
農
村
社
会
で
す
。
太
平
洋

戦
争
末
期
、
一
九
四
四
年
の
通
称
「
イ
ン

パ
ー
ル
作
戦
」
で
は
日
本
軍
が
進
軍
し
て

戦
場
と
な
っ
た
地
域
で
、
首
狩
の
風
習
や

ア
ニ
ミ
ズ
ム
信
仰
が
あ
っ
た
彼
ら
は
二
〇

世
紀
後
半
に
バ
プ
テ
ス
ト
に
改
宗
し
キ
リ

ス
ト
教
徒
に
な
り
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
そ
う
し
た
歴
史
的
・

民
族
的
背
景
も
含
ん
だ
彼
ら
の
社
会
の

概
況
や
、
ナ
ガ
の
音
楽
文
化
の
特
殊
性

に
つ
い
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
・
教
会
音

楽
・
伝
統
歌
唱
の
三
つ
の
観
点
か
ら
紹
介

し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
現
在
も
農
村
で

継
承
さ
れ
て
い
る
チ
ャ
ケ
サ
ン
・
ナ
ガ
の

「
リ
Li」
と
呼
ば
れ
る
合
唱
形
態
の
伝
統

ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
の
文
化
に
着
目
し
、
彼
ら

の
生
活
の
中
で
集
団
歌
唱
が
ど
の
よ
う

な
社
会
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
考
察
し
ま
し
た
。
そ
の
農
村
社
会
で

は
、
村
の
共
同
体
へ
の
分
配
や
貢
献
を
重

視
す
る
伝
統
的
な
社
会
構
造
が
根
底
に

あ
り
、
巨
石
信
仰
や
勲く

ん

功こ
う

祭さ
い

宴え
ん

は
現
存

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
協
働
作
業
を
必
須

と
す
る
丘
陵
の
地
形
や
そ
こ
で
の
集
団
に

お
け
る
労
働
の
シ
ス
テ
ム
が
、
彼
ら
の
即

興
的
で
主
従
関
係
の
な
い
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ

ク
な
歌
唱
と
関
わ
り
合
い
、
言
い
換
え
れ

ば
、「
共
に
歌
う
と
い
う
行
為
」
自
体
が
、

連
帯
や
相
互
扶
助
が
必
要
な
農
村
社
会

で
そ
れ
を
強
固
に
す
る
社
会
的
な
意
味

を
有
し
て
い
る
の
で
す
。

棚田で声を重ねるチャケサン・ナガ。
撮影・岡田恵美、インド ナガランド州 ツルツシュ、2022年

今
回
の
友
の
会
の
講
演
で
は
、
南
イ

ン
ド
・
ケ
ー
ラ
ラ
州
北
部
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

社
会
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
神
霊
祭

祀
（
テ
イ
ヤ
ム
）に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

テ
イ
ヤ
ム
祭
儀
は
、
乾
季
に
あ
た
る
一
〇

月
中
旬
か
ら
六
月
初
旬
に
か
け
て
、
カ
ー

ス
ト
寺
院
や
カ
ー
ヴ
と
呼
ば
れ
る
祠
な
ど

で
夜
を
徹
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
祭
儀
の
中

心
的
な
担
い
手
は
、か
つ
て
「
不
可
触
民
」

と
呼
ば
れ
、
長
き
に
わ
た
っ
て
社
会
経
済

的
に
弱
者
で
あ
り
続
け
て
き
た
低
カ
ー
ス

ト
（
今
日
の
行
政
上
で
は
指
定
カ
ー
ス
ト
）

の
男
性
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
は
自
ら
の
身

体
に
神
霊
を
呼
び
降
ろ
し
た
後
、
幾
何

学
模
様
の
化
粧
と
赤
を
基
調
と
し
た
重
層

的
な
装
束
を
身
に
ま
と
っ
た
神
霊
と
し
て

人
び
と
の
前
に
姿
を
現
し
ま
す
。
そ
し
て
、

自
ら
の
起
源
譚
を
再
現
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
し
た
後
、
寺
院
関
係
者
や
祠

を
祀
る
大
家
族
、
参
拝
す
る
村
人
た
ち
の

悩
み
に
耳
を
傾
け
、
託
宣
を
与
え
て
祝
福

し
ま
す
。

今
回
の
講
演
で
は
、
S
N
S
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
の
影
響
に
よ
っ
て
祭
儀
が
隆
盛
し

て
い
る
現
状
を
紹
介
し
な
が
ら
、
村
人
た

ち
が
神
霊
と
い
か
に
交
感
し
て
い
る
の
か
、

現
世
利
益
を
求
め
る
参
拝
者
の
様
子
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
カ
ー
ス
ト

の
伝
統
的
職
業
と
し
て
神
霊
の
役
割
を
世

襲
的
に
受
け
継
い
で
き
た
テ
イ
ヤ
ム
実
践

者
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
経
験
を
も
と
に
紹
介
す
る

と
共
に
、
伝
統
的
な
祭
儀
が
活
性
化
し
て

い
る
今
日
に
お
い
て
、
祖
父
・
父
・
甥
／

息
子
と
い
う
三
世
代
の
担
い
手
た
ち
の
ラ

イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
儀
に

対
す
る
価
値
観
を
比
較
し
な
が
ら
、
世
代

間
の
相
違
や
祭
儀
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。

■
第
1
３
５
回
■
2
0
2
3
年
９
月
17
日（
日
）　
会
場：モ
ン
ベ
ル
渋
谷
店

神
に
な
る
人
び
と

―
南
イン
ド・ケ
ー
ラ
ラ
州
の
テ
イ
ヤ
ム
祭
祀

　
竹
村 

嘉
晃
（
平
安
女
学
院
大
学
准
教
授
）

テイヤム祭儀で助手が実践者に化粧をする様子。
撮影・竹村嘉晃、インド ケーララ州 カンヌール市、2019年

本紙掲載の情報は、2023年10月20日時点で決定している内容です。諸事情により急遽予定を変更する場合があります。


